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語学留学（フィリピン／Global Standard）

Global Standardはクラーク特別区内に位置する語学学校で、フィリピン国内でも特に治安が良いエリアことで知られています。

さらに、講義棟と学校寮が同じ敷地内にあるため、学校内で生活のすべてが完結します。

食事を含んだサポートが提供される寮では、様々なサービスがあり、生徒の皆さんが英語の学習に存分に集中できる環境が整っ

ています。500人定員という国内では類を見ない大規模な学校の利を生かし、大学生、高校生をはじめとした年代の語学留学の

受け入れは、高い実績を誇っています。他のエリアの語学学校と違い、学校からの徒歩圏内には

繁華街などの遊ぶ場所がないため、平日は真剣に学習に集中できる環境で、真面目な校風も特徴の

一つです。

近年日本人が多くなってきているフィリピン留学ですが、Global Standardは日本人の割合が低く、

異文化交流・国際交流の面でも留学ならではの経験を積むことが可能です。

学生専用のプールやカフェ、売店もあり、学校内での生活に不便することはないばかりでなく、

ジムやバスケットコートを利用することで、勉強で疲れた体をリフレッシュすることもできます。
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主に南半球（ニュージーランド・オーストラリア）では、１学年は４学期制、１学期＝１ターム（Term）と呼びます。

州や学校によっては８週間～12週間（約３ヵ月）、現地校の正規授業を受けることができます。通常、学期を満了することで、

現地校からは成績（Academic Transcript）が発行されます。

短期の語学留学や海外研修よりも本格的な「正規留学」として、文化交流＋語学力アップの要素が強くなります。

北米、特にアメリカの場合は１学期は約半年のため、ターム留学としての３ヵ月留学での目的は「勉強（Study）」ではなく、

現地校体験留学プログラムの位置づけで、現地校に通いながら現地の生徒とバディを組み、一緒に授業に参加させてもらいます。

そのため、成績は発行されず、留学プログラムとしての留学（渡航）の記録のみが残ります。

ターム留学
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主に北米（アメリカ・カナダ）では、１学年は２学期制、１学期＝１セメスター（Semester）と呼びます。

学期始めは「夏出発」と呼ばれる7月～９月、現地校での正規授業を受けることで、学期修了後、現地校からは成績（Academic

Transcript）が発行されます。

文部科学省では、単位数の上限を設定、一般的には現地約１学年間の留学を日本の１学年相当として単位認定を許可することを

定めています。単位認定（留学後の進級の可否）は現地校や留学団体ではなく、日本の在籍校が判断をします。

「１年留学＝12ヵ月」ではなく、あくまでも現地の教育課程によって定められた学期／期間を留学するため、国や州などによっ

ては留学期間は「１学年＝10ヵ月～12ヵ月」となります。

また、北米の夏休み期間は2ヵ月以上になることが一般的で、夏休み中のサマースクール参加など、プラスαの費用が発生します。

半年／１年留学
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6

フィリピンニュージーランドカナダアメリカ留学PGM／国

語学留学
４週間～ 24週間

通年可能

４週間～約７週間２週間～
語学留学

時期：要相談時期：7/10～8/25時期：要相談

約３ヵ月
×

約３ヵ月
ターム留学

出発：1月/4月/7月出発：1月/7-8月出発

約６ヵ月
（２学期）

約５ヵ月
（１学期）

約５ヵ月
（１学期）半年留学

出発：1月/4月出発：1月/8-9月出発出発：1月/7-8月出発

×

約12ヵ月
（４学期＝１学年）

約11ヶ月
（２学期＝１学年）

約10ヵ月
（２学期＝１学年）１年留学

出発：1月出発：8-9月出発出発：7-8月出発

※北米は7-9月、NZは1月が学期始めです。NZの10月出発（Term 4）はテスト学期のため受入不可。
※アメリカでのターム留学では学期を満了しないため、成績はでません。
※太字のプログラムは学生ビザの申請が必要です。その他は比較的すぐ発給される電子渡航認証での渡航が可能です。
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フィリピンニュージーランドカナダアメリカ留学PGM／国

語学留学
４週間～ 24週間

４週間～７週間２週間～
語学留学

要相談約70万円２週間：約70万円
10週間：約220万円

約３ヵ月
×

○ 約３ヵ月
ターム留学

4週間：約30万円
12週間：約85万円
24週間：約170万円

約140万円約250万円

約６ヵ月
（２学期）

約５ヵ月
（１学期）

約５ヵ月
（１学期）半年留学

約280万円約170万円約200～350万円

×

約12ヵ月
（４学期＝１学年）

約11ヶ月
（２学期＝１学年）

約10ヵ月
（２学期＝１学年）１年留学

約380～450万円約300～400万円約300～500万円

※上記費用目安は手配時の為替レートによって変動いたします。
※上記費用に含まれるもの：現地校授業料、滞在費、現地受入団体サポート費用、AISE国際交流センターサポート費用

サポート費用に含まれないものについては、次頁をご参照ください。
※フィリピン留学のみ姉妹団体「グローバルスタディ海外留学センター」での手配となります。 Copyright © AISE JAPAN, All rights reserved.
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・航空券の費用
・海外留学生保険料
・学生ビザまたは電子渡航認証申請のための申請代行費用、申請実費
・出願校への入学願書送付費用
・海外送金手数料
・追加サポート費用、追加出願費用
・語学研修やサマースクールの手配、参加費用、夏休み期間中の滞在費
・その他、上記「含まれるもの」に記載されていないもの

※AISE国際交流センター「中学高校正規留学」パンフレット P.35参照

帰国後留学中渡航前

1. 進路相談とアドバイス
（帰国子女受験・海外大学進学と

奨学金の取得など）
2. 進学に必要な追加書類の取り寄せ

1. トールフリーダイヤル（通話料無
料）での相談やアドバイス

2. 保護者からの連絡や相談、留学者及
び現地への確認連絡

3. 現地教育機関から重要事項に限り、
メールやレターの和訳

4. 現地サポート機関や教育機関との連
絡及び交渉

5. 緊急時の対応
6. 保護者が留学先を訪問する場合の旅

行手配（緊急時など）

1. 希望に沿った地域・学校・費用など、
学校情報の収集と提供及び相談

2. 学校視察時の面談予約（希望者）
3. 入学願書の作成指導（３校まで）
4. 希望校への入学交渉
5. 授業料などの送金代行
6. 入学許可証の入手とビザ申請書類の

指導とアドバイス
7. 留学全般についての保護者同伴オリ

エンテーション
8. 海外留学生保険の紹介
9. 空港の出迎え手配と確認
10. 出発オリエンテーション

 AISE国際交流センターサポート費用に含まれるもの

 サポート費用に含まれないもの



03.その他
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AISE国際交流センターでの取り組み

 運営法人 全研本社株式会社が提供する授業導入型／個人申込型のマンツーマン・オンライン英会話プログラム

「リンゲージ Linguage」導入支援

 姉妹団体「Global Study」による語学留学、米国大学奨学金プログラム、オンライン英語コースなどのご案内

留学先：アメリカ・カナダ・オーストラリア・ニュージーランド・イギリス・フィリピン・マレーシアなど

 姉妹団体「一般財団法人 海外留学推進協会」による海外の大学進学を目指す方に向けた「無料」進学サポート

留学先：アメリカ・カナダ・オーストラリア・ニュージーランド・イギリス・マレーシアなど

海外留学推進協会は、AIRC（American International Recruitment Council）から認証を受けた日本唯一の団体です。

各AIRC加盟教育機関と提携することで、アメリカの名門大学群をはじめとする多くの大学の留学生の募集をすることができます。

弊会の運営費用は、海外の提携校から支払われるため、留学生の入学手続きサポートを無償で行うことが可能です。

Copyright © AISE JAPAN, All rights reserved.
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海外留学推進協会での取り組み

 学内外での「海外大学進学説明会」「奨学金進学ガイダンス」等の運営・実施

生徒・保護者を対象に、定期的な各種セミナー／説明会の実施を無償で行います。

高校１年
［啓蒙］

高校２年
［導入］

高校３年
［実践］

卒業前・卒業後
［実現］

将来の目標や進路について
幅広い選択肢を知る

具体的に進路を見据える
ための知識を得る

海外大学進学説明会

海外の大学進学の可能性、費用や教育システムについて

奨学金進学ガイダンス

海外の大学進学者に向けて給付される返済不要の奨学金について

海外大学進学のための書類や
英語スコアの準備を始める

海外大学への出願、入学手続きを行う

個別カウンセリング

海外の大学進学に向けた具体的な相談

出願･入学手続き→ 渡航

各書類の提出、現地費用の支払いなど

Copyright © AISE JAPAN, All rights reserved.
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アーカンソー州立大学オンライン英語コース
本プログラムの授業は全て、アメリカの名門州立大学 アーカンソー州立大学の講師がオンラインで行います。講師は全員が英語
教授法（TESOL）または教育学の修士課程を修了しているエキスパートです。日々最先端の教育や研究に触れながら、世界的に
認められる確かな教育方法論で、受講者の英語力向上を最短で導きます。
本プログラムは日本人学生専用に整備された内容のため、コース初日から、英語力やオンライン受講に不安を抱える生徒たちを
笑顔で優しく導いていきますので、安心して受講を始めることができます。

本プログラムは、英語力を本格的に伸ばしていくカリキュラムを構成しており、日々の授業でリスニング、スピーキング、リー
ディング、語彙、文法、ライティングという６技能を総合的かつ段階的に高めます。ライティング・スピーキングなど、独学で
の習得が難しいスキルも含めて集中的に鍛えることができます。基本的には毎日授業があり、宿題や課題も多く、本格的なアカ
デミックカリキュラムです。

授業中は講師との対話だけでなく、グループディスカッションやプレゼンテーションも多く、実践的な英語力が鍛えられます。
否応なしに英語を聞き、話す環境に身を置くことで、自ずとリスニング力やスピーキング力も向上し、英語力に自信を持てるよ
うになります。

［アーカンソー州立大学］本大学は14,000人以上の学生数を擁する、アーカンソー州で2番目に大きい大学です。
東京ドーム約120個分もの広大なキャンパスを構え、1909年の創立以来、7万人以上の卒業生を輩出しています。研究型大学として活発な研究活動も行っており、
150以上もの専門分野が開講されています。アーカンソー州内の優秀な学生の多くが同大学に進学、留学生数も850人超で、国際性の高さも人気の理由の１つです。

Copyright © AISE JAPAN, All rights reserved.



① 家にいながらアメリカ留学
自宅にいながらアメリカの大学付属の英語コースを履修できます。
ビル・クリントン元大統領の出身州にある、アーカンソー州立大学
ですが、渡米は不要です。
日本から遠隔で大学附属の英語コースを履修することで、アメリカ
本場の英語に直接触れ、集中的な英語力アップが可能です。

② 格安で留学できる
圧倒的に安い費用で英語力をつけられます。
CEA認定を受けた質の高いアーカンソー州立大学の英語コースを、
アメリカ現地の約1/3の授業料で受講できます。
もちろん、オンラインですから留学先の家賃や健康保険料、交通費、
渡航費、ビザ申請料、予防接種も不要です。

③ 質の高い教師
アメリカで修士課程を修了した経験豊富で優秀な教師陣が講義をし
ます。
講師は全員、アメリカの大学院で英語教授法（TESOL）や言語学の
修士号を取得したエキスパートです。オンライン教育ならではの教
授法も熟知しており、対面型授業以上の活発かつ効果的な英語教育
を行っています。

④ 濃密な講義
小規模クラスで密度の濃いクラスで学べます。
１クラス5～12人の少人数クラスで、講師と生徒との間の距離感も
近く、各生徒の英語力を向上に導きます。また、一緒に受講してい
る他の学生も同じような目的を持つ日本人ですので、クラスメイト
とともに安心して学習を続けることができます。

12

アーカンソー州立大学オンライン英語コースの特徴 https://english.ryugaku.or.jp/

⑤ 日本の学生に合わせた開講時間
日本の学生に最適な開講時間で授業が行われます。
講師はアメリカ在住ですが、日本の時間帯に合わせて開講されます
ので、日本の高校生、大学生、社会人でも受講可能です。
履修環境さえあれば自宅でもどこでも受講でき、往復の通学時間や
渡米も一切不要です。

⑥ 幅広い目的に対応
カリキュラムが国際基準のCEFRに沿っているので様々な目的に合
わせたご利用が可能です。
国際基準CEFRに沿って、英語力向上の道筋が明確に示されており、
TOEFL®/IELTS/TOEIC®/ケンブリッジ英検など試験対策としても
活用できます。
日本の大学受験に向けた、近年話題の英語４技能対策にも最適です。

Copyright © AISE JAPAN, All rights reserved.
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ILAC Kiss
世界で最も人気ある語学学校の１つで、90校以上の現地大学と提携もしているカナダ最大の教育機関です。
本プログラムは、ILACの質の高い教育を日本にいながらオンラインで受講することができること、そして、通常の通学型授業と
比べて、約４分の１の授業料で受けることができることも大きな魅力です。

世界同時配信による、臨場感溢れる授業を週に20レッスン（15時間）と、授業外の自習・課題・エッセイを週10レッスン（7.5
時間）相当の組み合わせにより行います。

世界的に、一時のオンライン（リモート）授業から対面型授業に切り替わりが始まっている中、本プログラムは世界中から学生
がバランスよく集まる国際性と、オンラインプログラムでも高い教育の質を維持することで、対面型授業と同等の教育効果を提
供、修了後は対面型授業と同様に、現地大学進学の英語力免除の要件として使うこともできます。

授業外においても、担当講師に質問してアドバイスを受けるなど、講師からの学習サポートも充実しています。

Copyright © AISE JAPAN, All rights reserved.



① 世界中どこからでも参加が可能
多くの教育機関からカナダ最高峰と評されるILACのレッスンを、オ
ンラインで参加が可能。交通費や渡航費、予防接種代、留学保険代
も不要！ビザ不要！治安の不安、感染症の不安もありません！

② 対面型授業と同等の授業体験
最新のテクノロジーを駆使しながら、世界100ヵ国以上から集まる
多国籍な学生たちとのペアワークやグループディスカッションを通
じて、世界中のクラスメイトと国際交流をすることができます。

③ 英語レベルに応じた細かいクラス設定
全17レベル、英語初心者から各種英語テスト対策、大学進学を目的
とした方など、レベルや目的に応じたコースの中から選択が可能。
上位のレベルを修了することで、現地大学進学の英語力免除の要件
として使うこともできます。

④ ライフスタイルに合わせた開講時間
世界中の様々なエリアから受講ができるよう、５つのタイムスロッ
トを用意しています。受講開始後も、状況に応じて別のタイムス
ロットに変更することも可能です。

14

ILAC Kissの特徴 https://www.ryugaku.or.jp/ilac/kiss.html

⑤ オンライン＋オフラインで効率よく学習
英語力向上に必要なスキルをオンラインのバーチャルクラスで学び、
その後、宿題や課題で復習・予習をオフライン環境で学ぶことで、
効率よく学習ができます。また、エッセイやライティングの課題な
ど、日本ではあまり馴染みのないアカデミック英語もしっかり鍛え
ながら、総合的に英語力を伸ばすことができます。

＜日本から受講する場合（サマータイム期間中の例）＞

SLOT１：月～金 21:30～24:30

SLOT２：火～土 1:00～4:00

SLOT３：火～土 6:00～9:00

SLOT４：火～土 7:00～10:00

SLOT５：月～金 10:00～13:00

カナダの祝日はレッスンがありません。

状況により開講されないSLOTがある

場合がありますので、お申込み前に弊

会までお問合せください。

Copyright © AISE JAPAN, All rights reserved.



03.その他（オンライン英語プログラム）
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A-State：アーカンソー州立大学オンライン英語コース

ILAC KissA-State

世界各国から参加日本人のみ対象

15歳以上高校生以上参加条件

あり サンプルあり サンプル修了書

レベル１～９：一般英語コース
Speaking・Reading・Listening・
Writing・文法・発音の基礎力アップ
英語初心者にも最適なレベルあり

レベル10～17：目的別上級コース
試験対策・海外大学進学準備など

アカデミック英語を中心に海外大学進学
準備にも最適
レベル３：TOEFL iBT 25（英検３級～準２級）
レベル４：TOEFL iBT 30-40（英検準２級）
レベル５：TOEFL iBT 65-95（英検２級～１級）

学習の目的
英語力の

目安

・いろいろな国籍の人と会話をしたい
・全く英語に自信がないけど、トライしたい
・時期を問わず、短期間だけ受講したい

・一般の英会話レッスンとは違った要素を学びたい
・海外大学進学に向けて本格的に取り組みたい
・同じ目的をもった日本人学生と切磋琢磨したい

こんな人に
おススメ!
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